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本診断の実施にあたっての注意事項は次の通りです。

１）機密保持については別途契約を締結させて頂きます。
（各種専門家派遣制度に基づく場合はその機密保持条項に従います。）
２）旅費交通費・宿泊費については実費および弊社社内規定
による日当を請求させて頂きます。
（各種専門家派遣制度に基づく場合は除きます。）
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１．本診断の目的と特徴

１．お客様の生産管理業務遂行能力診断
各評価項目に応じて診断し、そのレベルと課題を整理提言させて頂くこと

２．業務遂行能力に応じた対策の方向性の提言
お客様のレベルに応じた次の活動の方向性について提言させて頂くこと

１．お客様の生産管理業務遂行能力診断
各評価項目に応じて診断し、そのレベルと課題を整理提言させて頂くこと

２．業務遂行能力に応じた対策の方向性の提言
お客様のレベルに応じた次の活動の方向性について提言させて頂くこと

目 的目 的

弊社が数多くの企業様にリードタイムの短縮、在庫の削減や生産管理パッケ
ージの導入支援を頂いた経験を元に、企業様に課題の整理と対策の方向性に
ついて概要を提案させて頂くこと。

１．生産管理業務を狭い領域ではなく製造業の基幹業務として他の業務との連
携の中で捉えて課題抽出、対策を検討すること

２．顕在化している課題だけではなく、顧客視点に基づく根本的な課題抽出と対
策の検討をおこなうこと

弊社が数多くの企業様にリードタイムの短縮、在庫の削減や生産管理パッケ
ージの導入支援を頂いた経験を元に、企業様に課題の整理と対策の方向性に
ついて概要を提案させて頂くこと。

１．生産管理業務を狭い領域ではなく製造業の基幹業務として他の業務との連
携の中で捉えて課題抽出、対策を検討すること

２．顕在化している課題だけではなく、顧客視点に基づく根本的な課題抽出と対
策の検討をおこなうこと

特 徴特 徴
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２．診断プログラムの概要とスケジュール

概 要 期 間

１．部門ヒヤリング

生産管理に関わる部署の管理担当役員、部
門長様（営業、購買、製造、倉庫、生産管理
、情報システム、設計など）よりの現状実態
と課題についてのヒヤリングの実施

０．５～１日

（部門数により
増減します）

２．生産・物流現場
調査

製造ライン、製品・仕掛品・原材料・補助材
料倉庫等の現場調査

０．５日

３．報告
ヒヤリングおよび現場調査結果に基づく報告
と今後の進め方について ０．５日
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１～２週間 １～２週間

①資料の分析
②ヒヤリング項
目の検討

①ヒヤリング結
果に基づく分析

②対策方法の検
討
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３．ヒヤリングに必要な事前資料とヒヤリング対象部門

内容 備考

１．事前必要資料

１）組織図、業務分掌・規定等

２）現状調査診断表（ご記入頂きます）

①事業概要

②生産管理業務フロー

③情報システム概要

④営業概要

⑤生産管理概要

ヒヤリング開始１
～２週間前

２．ヒヤリング対象
部門

１）生産管理・原価管理部門

２）情報システム部門

３）購買・外注管理部門

４）営業（業務）部門

５）設計・商品企画部門

６）倉庫管理部門

７）製造部門

①時間は各部門
30分～１時間程
度

②製造・倉庫部
門は工場調査で
一部確認
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４．現場調査視点

調査のポイント 備考

１．製造現場

１）製造現場の流れ

２）製造指示書類、製造実績の入力状況

３）製造現場の５Ｓ状況

主力製品
もしくは主
力工場の
ライン

２．材料・製品倉庫

１）受入、出庫、配膳、出荷の流れ

２）上記伝票入力の流れ

３）倉庫の５Ｓ状況

主力倉庫
もしくは配
送センタ
ー
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５．診断結果アウトプット（サマリー）

評価項目 レベル 判断根拠・評価内容

１．財務会計的分析

A：優秀
B：平均的
C：改善が必要
D：極めて弱い

①棚卸資産回転率

②流動性比率

・・・

２．生産管理能力

A：優秀
B：平均的
C：改善が必要
D：極めて弱い

①生産計画達成率

②納期遵守率

③仕掛品在庫回転率

３．他業務との連携能
力

A：優秀
B：平均的
C：改善が必要
D：極めて弱い

①請納期回答ＬＴ

②受注充足率

・・・

４．基準・仕組

A：優秀
B：平均的
C：改善が必要
D：極めて弱い

①業務分掌

②業務フロー

・・・

５．オペレーション能力

A：優秀
B：平均的
C：改善が必要
D：極めて弱い

①納期短縮能力

②在庫削減能力

③受注機会創出能力

総合評価

A：優秀
B：平均的
C：改善が必要
D：極めて弱い
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６．今後の進め方（サマリー）

貴社の位置 今後の進め方について

１．レベルＡ
資金繰りなどの企業継続の為に必要な資金管理の強化をすることが必要
です。

次に・・・

２．レベルＢ

現状課題を整理する為の活動を起こして、課題をもっと明確にすることが
必要です。

次に・・・

３．レベルＣ

現状課題を整理するだけでなく、対策案の立案をする活動をおこすことに
よって企業競争力の確保をすることが必要です。

次に・・・

４．レベルＤ

継続的な改革・改善活動を遂行する為に、活動を評価する為の体制や仕
組み作りをおこなうことが必要です。

次に・・・

５．レベルＥ

企業競争力強化の為に特定テーマに絞った活動をおこして推進すること
が必要です。

次に・・・


